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安全上のごミ主意 


安全にお使いいただくために、必要な事柄について説明しています。 
事故を防ぐため、が下の内容を必ずおずりください。 


中の給表示について 


この記号は、ま意喚起を示しています。 
^ x ) この記号は、行為の禁止を示しています。 
A この記号は、巧為の強制を示しています。 


A s ■女と t な下の内容を必ずお守りくださし、。誤つた取扱をすると' 人体に重大な 
~=' □ 損傷を負う恐れがあります。 


0 本製品の隙間からクリップやコイン、ステープラ等の異物を入れないでくださし、。シ 
ョートして火災や感電や故障の原因になり' 大変危険です。 



分解、修理、改造をしないでくださし、。火災や感電や故障の原因になり、大変危険で 
す。 


0 付属の電源アダプタ、電源コードな外は使用しないでくださし、。火災や感電や故障の 
原因になります。 


0 AC 1 OOV 50/60 HZ な外の電源では使用しないでくださし、。火災や感電や故障の原因に 
なります。 



お風呂や雨の当たる場所、湿気の多い場所では使用しないでくださし、。火災や感電や 
故障の原因になります。 

濡らさないでくださし、。感電の原因になります。水が入ってしまった場合は、ただち 
に電源プラグをコンセントから巧き、販売店にご連絡くださし、。 


濡れた手で電源プラグを巧き差ししないでくださし、。感電の原因になります。 


A 電源アダプタ、電源コードに熱器具を近づけないでくださし、。被覆がミ容けて、火災や 
感電の原因になります。 

0 電ミ原アダプタ、電源コードを傷つけないでくださし、。重いものを乗せたり、挟んだり 
すると傷つき、火災や感電の原因となります。 


















0 

玄 

0 

〇 

0 

0 


電源アダプタ、電源コードを巧く際、ケーブルを引っ張って巧かないでくださし、。ケ 
-カレが切れて、火災や感電の原因になります。 


電源コードのプラグについたほこりは定期的にお取りくださし、。ほこりが火災の原因 
になります。 


たこ足配線をしないでくださし、。定格電流を超えて使用すると、火災や故障の原因に 
なります。 


煙が出る、異臭がする、落として破損した等、故障や異常がある場合はただちに使用 
を中止してくださし、。火災や感電の原因になります。ただちに電源プラグを巧き、版 
売店にご連絡ください。 

上にものを置いたり、布やビニールシート等をかぶせないでくださし、。通気せの悪い 
場所には置かないでくださし、。機器内部の;令却が不十分になり、火災や感電の原因に 
か J S ォ 

なと—りわ多し—、—場所—、——直射百み—か—当—も客場所—み暖房語員に志し—、—場所—、——黯吾電詰—、——才 —一— デ 
ィオアンプ、電子レンジ、トースター、ヘアドライヤー、その他熱や電波を発生する 
電気製品の近くに置かないでください。火災や感電の原因になります。 


A ご"^^ ^ な下の内容を必ずお守りくださし、。誤つた取扱をすると' 人体に損傷を 
/!\/±，貝、負う恐れ、または物的損害が発生する恐れがあります。 


A 電源コンセントの近くに設置し、電源アダプタに容易に手が届くようにしてくださし、。 


C 感電事故、故障防止のため、本製品を移動する際は、必ず電源プラグをコンセントか 
ら巧いてくださし、。 


^ 長時間ご使用にならなし、場合肤必ず電源プラグをコンセントから巧いてくださし、。 


A 移動する際等に、落下や振動、衝撃をちえないようにごま意くださし、。装置内の精密 
部分が故障する原因になります。 


1^、 長時間へッドホンをご使用になると聴覚へ悪影響を及ぼす恐れがあります。 


O ' 汚れをおき取る場合は、柔らかい清潔な巧を用意し、固く絞るか中せ洗剤を少しさま 
せて巧いてくださし、。 


0 シンナー、ベンジン、アルコールの入ったミ容剤は表面を痛めますので、ご使用になら 
ないでください。 


A CF 力ードは正しし响きで挿入してくださし、。間違った向きで挿入すると故障の原因に 
なります。決して無理な力を加えないでくださし、。 
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1. 本取扱説明書（が下「本書」）はシナノケンシ株式会社の著作物です。し 
たがって、定められた場合を除き、本書の一部または全部を無断で複製- 
複写.転写.転載.改変することは法律で禁止されています。 

2. 本書に記載されている内容に関しては、改良のため予告なしに変更するこ 
とがあります。 

3. 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不明な点あ 
るいは不備な点などがありましたら、薛社までご連絡ください。 

4. 本製品及び付属品の使用に起因する損害や逸失利益の請求などにつきまし 
ては、上記に関わらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承くだ 
さい。 

5. 本製品は「外国為替及びが国貿易法」の規定により戦略物等輸出規制製品 
に該当する場合があります。国外に持ち出す際は、日本政府の輸出許可申 
請などの手続きが必要になる場合があります。 

6. 本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇を機器、輸送設備や機器な 
ど人命に関わる設備や機器としての使用、またはこれらに組み込んでの使 
用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本 
製品を使用され、本製品の故障により人身事故、火災事故、社会的損害な 
どがをじても、摩社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御 
システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設1十など、を全設計に万 
全を期されるようごミ主意ください。 

7. 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で'使用された場合、薛社は 
一切の責任を負いかねます。また、薛社は本製品に関し、日本国外への技 
術サ ポート 及び アフターサービス 等を行なっておりません。予めご了承く 
ださい。 

本製品と付属品のライセンスと商標はすべて、摩社その他本製品と付属品の各々 
の権利をが保持します。 
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パッケージに含まれるもの 





□クイックマニュアル 


図取お説明書体書） 

1冊 


□保証書 

1枚 


パッケージにままれないもの 

な下のものはパッケージにさまれません。 

別途ご用意くださし、。家電量販店等にてご購入できます。 

• CF 力ード•マイク •へッドホン 
-録音用搜镜ケーブル - USB ケーブル 
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デジタル録音機 DR -1 とは 


DAISY 図書制作における、「録音」「校正」「修正」の作業 













DAISY 図書とは 


DAISY とは、視覚障害をや普通の印刷物を読むことが困難 
な人々のために開発されたデジタル録音図書の規格です。 
DAISY 図書とは、この規格に貝リつて制作された図書のこと 
を言います。 













DAISY の用語 

1) フレーズとは 

DAISY では、音声のひと区切りを「フレーズ」と呼びます。 
フレーズの区切りは、録音中に間 （マ） が空くたびに本製品 
が自動で行います。本製品では編集作業をフレーズ単位で行 
います。 


2) セクションとは 

DAISY では、ある見出しから次の見出しの直前までのフレ 
-ズのかたまりを「セクション」と呼びます。 

章の区切りごとに、セクションを設定することで、頭出し 
がしやすくなります。 



思い通りにフレ 
ーズが 区切られ 
ない場合肤「録 
音設定を変更す 
る （ P .49) 」を参 
照して調整して 
ください。 


11 









ボタン、つまみ 



①電源 

電源のオン/オフをします。 

@時巧切替 

時間表示の切替と時刻設定をします。 

④巧を速度 

再生速度の切替と録音設定をします。 

( D ビルドブック 

ビルドブックとインポートをします。 

® フアンクシヨン 

各ボタンと組み合わせて使います。 

® 切替スイッチ 

移動（設定）単位を切り替えます。 

纖去 

録音した内容を消去します。 

( D フレーズ編集 

フレーズの 範囲を選択します。 


@録音 /— 

録音ポーズ/録音します。 

@戻し 

フレーズ単位で戻ります。 

細を/停止 

再生/停止します。 

@送リ 

フレーズ単位で送ります。 

目を移動 

移動先の位置を設定します。 

チ；!:ック、取りおし 

ページ、セクション、マークを設定します。 

巧)スキップ 

選択した移動単位で移動します。 

@録音音量つまみ 

録音音量を調節します。 
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①ライン入力 

テープデッキ等を接続します。 

@マイク入力 

マイクを接続します。 

感へッドホン出力 


へ、ソ ドホンを接続します。 


( DDC 入力端子 


付属の電ミ原アダプタを接続します。 


® USB ケーブルコネクタ 

USB ケーカレでパソコンと接続します。 

® 音量シャトル 

再生音量を調節します。 

@ CF 力ード挿入口 


CF 力ードを挿入します。 
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画面表示 



① 巧をランプ 

再生中、点灯します。 

@録音ランプ 

録音ポーズ時に点滅、録音中に点灯します。 

@時巧ランプ 

現在表示している時間の状態を表示します。 

( D 巧を速度ランプ 

再生速度の状態を表示します。 

@音質ランプ 

現在選択している録音音質を表示します。 

度* 録音レベル 

録音レベルを表示します。 


@時間表示 

現在の経過時間、合計時間、または残量時 
間を表示します。 

( D ぺージ 

現在のページを表示します。 

愛)マー ク 

も弓在のマークを表示します。 

(§) セクション 

王見在のセクションを表示します。 

巧)フレーズ 

現在のフレーズを表示します。 
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CF 力ードを準備する 


CF 力ードについて 


本製品で使用で 
きる CF 力ードの 
種類については 
「動作確認済力 
ード （ P .64) 」を 
参照してくださ 
い。 


CF (コンパクトフラッシュ※）力ードには、大別してハード 
ディスクタイプとメモリータイプ (Type I と Typell ) があ 
りますが、本製品でご使用いただけるのはメモリータイプの 
Type I の CF 力ードのみです。 Typell の CF 力ードは、本製 
品ではご'使用いただけません。 

CF 力ードは最大 8 GB まで使用可能です。 

《「コンパクトフラッシュ」は San Disk 社の登録商標です。 


00 MB 

CompactFlash 


CF カード 


• CF 力ードの容量と録音時間の目安 


記録お式 

PCM 

MP 3 

音質 

22.05 kHz 

64 kbps 

48 kbps 

32 kbps 

512 MB 

2.5 時間 

15時間 

20時間 

30時間 

1 GB 

6時間 

30時間 

40時間 

60時間 

2 GB 

12時間 

60時間 

80時間 

120時間 

4 GB 

24時間 

120時間 

160時間 

240時間 

8 GB 

48時間 

240時間 

320時間 

480時間 


■録音の誤りを修正しても、修正前の音声が CF カードの容量を消費 
しますので、あらかじめ大き目の CF 力ードを準備してください。 
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CF 力ードの入れ方 


①電源をオフにします。 

@横に長く、前後に短い向きにします。 



感 突起部分を手前、下向きにします。 


挿入 □ 


( D 本体正面の CF 力ード挿入口に挿入します。 

一 CF 力ードは正しし响きで挿入し、みして無理な力を 
加えないでください。 

一 CF 力ードは奥までしっかりと挿入してくださし、。奥 
まで挿入しないと 「 NOCARD 」 と表示され、力ード 
が認識されない場合があります。 




A ま意 


■ CF 力ードにラベルなどを貼付してご'利用にな 
ると、力ード挿入時にラベルがはがれ、挿入 • 
排出不良になる恐れがあります。 

■ CF 力ードの出し入れは、必ず電源オフが態で 
巧ってください。 













CF 力ードの出し方 


①電源をオフにします。 




ミホ胃 ■ 電源が入ったが態で CF 力ードを巧くとデータ 
山'。、 が破壊される可能性があります。 

■ 電源を切った直後に CF 力ードを巧く際は、ま 
示画面が完全に消灯してからび力ードを巧い 
てください。表示画面点滅中に CF 力ードを巧 
くとデータが破壊される可能性があります。 
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マイク、へッドホンを巧続する 


マイクを接続する 


本製品で使用で 
さるマイクの種 
類については「動 
作確認済マイク 
( P .65) 」を参照 
してください。 


本体左側面のマイク入力に接続します。 

ーライン入力とマイク入力を同時に接続した場合、マイク入 
力が優先されます。このとき、ライン入力の音声は録音さ 
れません。 


- 〇 

一-で.’ 

OlVomr 
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■本製品で使用できるマイクは、ダイナミックマイク、または電ミ也付 
のコンデンサマイクです。プラグインパワーには、対応しておりま 
せん。 


へッドホンを巧続する 

本体左側面のへッドホン出力に接続します。 













①本体背面の DC 入力端子に接続します。 

一本体付属な外の電源アダプタを使用しないでくださ 
い。 



@電源プラグをコンセントに接続します。 


A 警告 


■ 付属が外の電源アダプタを使用しないでくだ 
さい。火災や感電の原因になります。 


源のオン/オフ 


初回電源オン時 
には時刻を設定 
する必要があり 
ます。手順は「時 
刻を設定する 
( P .22) 」を参照 
してください。 


本体上面の電源ボタンを押します。 

一巧す毎にオン/オフします。 

一起動/終了には数砂かかります。 
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■電源オフ時に最後に停止した場所を自動的に記憶しますので、再び 
電ミ原をオンにした際に、前回停止した場所から再生できます。 





















起動中、処理中、終了中などの画面表示 


本製品の画面表示部は、起動中、終了中または時間のかかる 
処理中は、図のように時間表示部からフレーズ表示部までの 
ランプが横一織犬に点滅します。点滅中はしばらくお待ちく 
ださい。 





A ま意 


表示画面点滅中にが下の操作をしないでくださ 
し、。録音データが破壊される可能性があります。 
■電源を切る。 

■電源アダプタを巧く。 

■ USB ケーブルを差す。 

■ CF 力ードを巧く。 
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時刻を設まする 


本製品では録音したデータを保を-管理する際、時刻の情報 
を利用します。 

初めてお使いになる際や長時間ご使用にならなかった際は、 
電源を入れた後に 自 動的に時刻設定の状態となります。 

一時刻設定は、内蔵の充電式バックアップ電池によって保をされます。初 
めて使用される際や、長く使用していなかった際は24時間 J •乂上通電し 
てフル充電してください。 

一正確な時刻との差が大きし、場合肤定期的に時計を再設定してください。 


最初に電源を入れた時には次のような画面が表示されます。 



ま意：時間表示部に時刻、ぺージ表示部に月、マーク表示部に日、フレー 
ズ表示部に年が表示されます。 

:ご購入の時期により上の表示とは異なる場合があります。 


■下記の例では、2007年6月8日、午前9時30分を設定しています。 

_ フアン クシ ヨン 

® LlJ を押しながらを押します。 


- n - n 

，ししし, • 

一巧回電源オン時は押す必要がありません。 

点ミ威 

@表示の点滅を確認します。 

一時間表示部（時間）が点滅します。 

- n - n 

/ レ,. \ し, • 

庶威 
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® c ^. と,:^で時間を設定します。 

F / d X J 

点滅 

® IZD を押します。 

一分表示部（分）が点滅します。 

1 弓.； u : 

庶威 

® 圧. と,:^で分を設定します。 

1巧日; 

点滅 

® IZD を押します。 

ーページ表示(月）が点滅します。 

巧': 

点滅 

® c ^. と,:^で巧を設定します。 

1 部 

点滅 

® IZD を押します。 

@7ー マーク 表5寺!？（曰）が点滅します。 

rni - 

点滅 
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® 早と巧で日を設定します。 


® を押します。 

がーフレーズ表示部（年）が点滅します。 

⑩と rs で年を設定します。 

' ち i / 停止 I " "I 

® を押してミ央定します。 


点滅 


■n n n i 

し __4 


点滅 


-D n n ^ 
ら 义 


点滅 


■キャンセルする場合はキャンセルキー(戻しキー)を押してください。 
■ただし、初回電源オン時の時刻設定はキャンセルできません。 


















7 

巧ってみましよろ 


(4 音しましよラ . . 26^ 

録音する . 26 

録音を止める . 28 

巧を巧 . 29 

巧を音量を調節する . 30 

ぺージ/セクシヨンをつける . 31 

修正しましよラ . 32 

修正録音の3つのちま . 32 

移動する<巧頭と最後に移動> . 34 

移動するくフレーズ移動> . 35 

移動するくスキップ移動 > . 36 

移動するくき号指を移動> . 37 

マークをつける . 38 

上書き録音する（録音中に録リ直す） . 39 

挿入録音する（読みちれを割リ込ませる）••…40 

乾囲を指をする . 41 

パンチイン録音する(訂正箇所を差し替える ） 42 
^ f 肖去す3 . 43 ； 



25 






























録音する 


-ファン巧早 ■ 

① C_ lJ を押しながら!_だ_)を押し 

__ _ 

@ 「End」 表示になつていることを 

確認します。 


ーフレーズ表示部に表示されます。 

一 「 End 」 表示肤最後であることを示 
します。 


一^カードの場合、 
I ——」と表牙 


フレーズ表示部に 
と表示されます。 


siz-iffii ： 

® じ iD を押します。 


一録音ポーズ状態になります。 
一録音ランプが点滅します。 


® 録音音量つまみを調節します。 

ーマイクに向かって、朗読するときの大 
きさと早さで声を出しながら録音音 
量つまみを調節してくださし、。 

一最大音量が -3dB 〜- 8dB の 
廣回巧に入るように調節して 
ください。 

^実際の録音中には瞬間的に大きな音 
が入ることがあります。 -3 dB を超え 
ないようにま意してください。 




点滅 



■録音設定は初期設定のままでご使用いただけます。 

■周囲の環境に応じて録音設定を変更する場合は「録音設定を変更する 
( P .49) J を参照してくださし、。 
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思い通りにフレ 
ーズが 区切られ 
ない場合は、「録 
音設定を変更す 
る （ P .49) 」を参 
照して調整して 
ください。 


® フレーズを確認します。 

一音声に間（マ）が空くたびにフレーズ 
の数が増えることを確認してくださ 
い。 


点滅 


黯 /Hie 止 

® と iD を押します。 

^録音が始まります。 

一録音ランプがホぶ T します。 



点ぶ T 



















録音を止める 



録音を一時停止する場合 

m/-m± 

巧； 


J を押します。 


一録音ポーズ状態になります。 
i ■録■音东こ夕 I 大黃窥、ち岳度録音 f る場■奋. 


黯/飛 

を押します。 


一録音が始まります。 


■ 録音を停止する場合 

再派‘ 

じXIを押します。 

^停止状態になります。 



点滅 



点灯 



消灯 
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再生する 


このほかの移動 
ち法については、 
「移動する （ P . 
3午 37) 」を参照 
してください。 


① 停止が態を確認します。 

一録音マークの消灯を確認します。 

消阿 

戻し 送り 

® (3 またはじりを押します。 1 

一聴きたし嗎所まで移動します。 1 

ィ回巧すと1フレーズ移動します。 

^長巧しすると、高速に移動します。 


® ボタンを離します。※ 

ィフレーズ再生して自動的に停止しま 
す。 

再 i / 停止 

® を押します。 

^再生します。 

点财 

※先頭または最後まで移動するとフレーズ表示部に rtopj または 
「 End 」 と表示され、再生せずに停止します。 
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再生音量を調節する 

本体右側面の音量シャトルで調節します。音の大きさの範囲 
は〇〜16で、0の場合は、ミユート（無音）になります。初 
期設定値は8です。 


■音量を下げる場合 


音量シャトルを手前に倒します。 

^音量が表示されます。 

IL '。 し曰 G ] 

■音量を上げる場合 


音量シャトルを奥に倒します。 

^音量が表示されます。 

IU 〇し 1 £ 1 

最大 


■音量を8 (初期設定値）に戻す場合 


音量シャトルを本体側に押します 。 WolToT 

一音量が表示されます。 初期設定値 































ぺージ / セクシヨンをつける 


移動の手順につい 
ては「移動する （ P . 
34-37」を参照して 
ください。 


本製品では DAISY 図書に必要となるページ/セクションな 
どの情報を追加することができます。追カロした情報は DAISY 
編集作業に引き継がれ、 DAISY 図書制作の効率化が図れます。 

ここでは12フレ；ズ目に1ぺータ目を付ける柄を説明します。 

①切替スイツチで選択します。 四 <置 口 

一ぺ-ジまたはセクシ3ンを選択します。 


厌心 区ソ 

® (3 またはじジを押します。 


ーページ/セクションをつけるフレーズに 
移動します。 




チェック 

® r / L を押します。 


口 


一押す毎にページ/セクシヨン表示の値が 
増えるのを確認します。 

■ぺージ/セクシヨクを外す場合" 

おり消し 

r X j を押します。 


■ぺージ/セクションは停止中だけでなく、録音中や再生中、一時停 
止中にも追加が可能です。 

■-時停止中に追力日する場合、ページ/セクション表示が点滅し、録 
音を開始した最初のフレーズにつけられます。 





















修正録音の 3 つの方法 

朗読の録音などでは、誤って読んだ部分をあとから修正する 
ことがよくあります。 

修正録音には、上書き録音、挿入録音、パンチイン録音とい 
ラ3つのち法があります。 

が下で 3 つの録音ち法の特徴について説明しますが、各々の 
具体的な操作ち法は本書の「上書き録音する ( P .39)」 、 「挿 
入録音する ( P .40)」 、 い\°ンチイン録音する ( P .42)」 をご覧く 
ださい。 

が下では、説明を簡単にするために、録音するフレーズを 
「 A 、 B 、 C 、 ……」などの文字で表し、文字の上の蕃号「1、2、 
3、 」がフレーズ'香号を表すことにします。 


1) 上書を録音 

録音 中に誤りに気づき、すぐその場で修正を行う操作です。 


たとえば 


1 

2 

3 

4 

LAI 

B 

C 

D 


と読み進んだところで、 C の部分の読み間違いに気づいたと 
します。 

まず録音を一時停山犬態にします。ここで'録音を停止してし 
まうと上書き録音はできません。必ず一時停止状態にしてく 
ださい。次に C が再生されるところまで戻ります。そして録 
音を再開し E 、 F を録音します。すると、 C 、 D が消えて、 A 、 

B の後ろに E 、 F が録音され、 


1 

2 

3 

4 

A 

B 

E 

F 
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という順蕃になります。 






2) 挿入録音 

録音終了後、 すでに録音されたものの途中に、読み忘れた 
部分などを副り込ませる操作です。 


たとえば 


1 

2 

3 

4 

LAI 

B 

C 

D 


と録音されたところに、 B と C の間に読み忘れた E と F を挿 
入することにします。 

まず B まで戻ります。次に E と F を録音します。これにより、 

B と C の間に E と F が挿入され、 

1 2 3 4 5 6 

I A I B I E I F I C I D I 

という順蕃になります。 


3) パンチイン録音 

録音終了後、 間違えた部分を消して、正しい内容と差し替 
える操作です。差し替えの前後で長さが違っても構いません。 


たとえば 


1 

2 

3 

4 

A 

B 

C 

D 


と録音されたところに、 B 、 C を消して、そのかわりに E 、 F 、 
G をはめ込むことにします。 

まず B まで戻ります。次に B から C までの範囲を選択します。 
その後、 E 、 F 、 G を録音します。これにより、 B 、 C が消えて、 

1 2 3 4 5 

I A I E I F I^TDI 

という順蕃になります。 









移動する 


先頭と最後に移動 

フアン クシ ヨン 

® GiJ を押しながらを押す 
_と先頭へ移動します。 

フアン クシ ヨン 

® 〇王」を押しながらを押す 
と最後へ移動します。 


I h 〇 <~1 

[t n of I 
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移動する 


フレーズ移動 


戻し 


送り 


<3またはを押します。 

一1回巧すと1フレーズ移動します。 

^長押しすると、高速に移動します。 

ーボタンを離すと、1フレーズ再生して停 
止します。 


[Tsl 



















移動する……スキップ移動 


①切替スイッチで選択します。 

一移動の単位（ぺージ/セクシヨン/マー 
ク）を選択します。 


スキップ 

@ Oil liU で前後に移動します。 



一1回巧すと、選択した単位（ぺージ/セ 
クシヨン/マーク）で1単位移動します。 
^長押しすると、高速に移動します。 

ーボタンを離すと、1フレーズ再生して停 
止します。 



点な 











移動する . を号指ま移動 


①切替スイッチで選択します。 

一移動の単位（ページ /セ クシ ヨン/マ 
_ ーク）を選択しま_す。_ 

® GE ) CiiJ GD で入力します。 

一移動先の番号を入力します。 

一各ボタンでそれぞれの巧毎に値を入力 
します。 

ーフレーズの番号指定はできません。 




再^/停止 



を押して決定します。 


■キャンセルする場合 

戻し 


键を押してキャンセルします。 



3 

占 

























マークを つける 

朗読内容の間違いに気付いた場合や後で'確認したい箇所が 
ある場合、マークを付けて目印にする事ができます。マーク 
は PRS Pro でも表示されますので校正-編集作業の際にま用 
できます。 


移動の手順につい 
ては「移動する （ P . 
34-37」を参照して 
ください。 


① 切替スイッチで選択します。 

田領の 

ーマークを選択します。 

戻し 送り 

® (3 またはじシを押します。 


rri 

ーマー クをつけるフレーズに移動します。 




チェック_ 


I を押します。 


一押す毎にマーク表示の値が増えるのを 
確認します。 

I マークを外す場合 I 

おりミ肖し 


X 


〕を押します。 


■マークは停止中だけでなく、録音中や再生中、一時停止中にも追加 
が巧能です。一時停止中に追力日する場合は、マーク表示が点滅し' 
録音を開始した最初のフレーズにつけられます。 



38 














上書き録音する（録音中に録リ直す) 


録音中に読み間違えに気づいた場合、録音の途中でが下の操 
作を行ない、間違い部分を録音し直してください。 


停止してからの 
修正手順につい 
ては「挿入録音す 
る ( P .40) 」 と「/く 
ンチイン録音す 
る （ P .42) 」を参 
照してください。 


髓/谨' 

® 録音中にを押します。 

一録音ポーズ状態になります。 

^停止ボタンを巧してしまうと上書 
き録音はできません。 


® <3を押します。 

一読み間違えたフレーズまで戻しま 
す。なお、戻れる範囲は20フレー 
ズです。 ただし、録音開始ポイント 
より前には戻れません。 

一戻したフレーズから最後に録音さ 
れたフレーズまでが選択され、最初 
_ の1フレーズを再生されまち 

錯) 止 . 

® と iD を押します。 

^録音が始まります。 

^選択された範囲が、差し替えられま 
す。 



点滅 


\レ \レ 



M 巧 巧了 

点滅 



点の 


■ PCM 音質で上書き録音した場合は修正した音声を自動的に削除し、 
ぴ力ー ドの使用容量を節約します。 
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挿入録音する（読みちれを剖リ込ませる） 

録音終了後に読み忘れた部分を副り込ませる場合、挿入録音 
を行います。録音は表示中のフレーズの後ろに挿入されます。 
なお、挿入録音を行っても、すでに録音してある部分が消え 
てしまうことはありません。 


①録音停止が態を確認します。 



消灯 


移動の手順につい 
ては「移動する （ P . 
3午37」を参照して 
ください。 


@挿入する場所に移動します。 

絕/谨 ..11 

® じ iD を押します。 

^録音ポーズ状態になります。 



点滅 


録音音量調節の 
手順については 
「録音する ( P .26」 
を参照してくだ 
さい。 


® 録音音量を調節します。 

_ 一■必覃〔応じて調節します。 

髓/谨 ■ ' - ■ I 

® じ iD を押します。 

^録音が始まります。 



獻 T 
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範囲を指定する 

/《ンチイン録音 ( P .42) や消去 ( P .43) する場合、対象範囲を指定 
します。 


移動の手順につい 
ては「移動する （ P . 
3午37」を参照して 
ください。 


①指定節囲の先頭に移動します。 


® r ^ L を押します。 

* 一範囲の先頭を指定しました。 



® 指定節囲の最後に移動します。 


® 峰对化ます。 

一範囲の最後を指定しました。 ぉ始 皮了 

点灯 



■範囲の指定を取り消す場合肤もう一度同じボタンを巧すとランプ 
の点灯が消え、指定が取り消されます。 

■範囲を指定すると' この範囲外へは移動できません。 




















パンチイン録音する（訂正箇所を差し替える） 

録音終了後に誤り等に気づいた場合、誤った箇所を再朗読し 
て修正することができます。再朗読によって差し替えられた 
音声は消去_されます。 _ _ 

①節囲を指定します。 ホごて n ーホ 

M 巧 巧了 

. I _ . 点灯 

I 錦/谨" 1 I ' I 

® と iD を押します。 

一録音ポーズ状態になります。 



範囲の指定手順に 
ついては「範囲を 
指定する （ P .41)」 
を参照してくださ 
い。 


録音音量調節の 
手順については 
「録音する ( P .26」 
を参照してくだ 
さい。 


® 録音音量を調節します。 

^必要に応じて調節します。 


絹/- sm 

® を押し録音を開始します。 

^指定範囲を録音し直します。 


ち停止 

® じ^を押し録音を停止します。 

消阿 

^指定範囲が差し替わります。 


■/《ンチイン録音で誤りを修正しても残量時間は増えませんのでま意 
してください。 























消去する 


範囲の指定手順に ① 節囲を指定します。 

ついては「範囲を 
指定する （ P .41)」 

を参照してくださ _ 

し、。 ’ I 継’ ~ ' ' 

® Lu を押します。 

イ旨定範囲が消去されます。 




点滅 


■消去しても残量時間は増えませんのでま意してくださし、。 






















MEMO 




4 章 

使いこなしましよう 


合計時巧、巧量時巧を表示する . 46^ 

巧を速度を切り替える . 47 

操作音をオン/才7す3 . 48 

録音設をををまする . 49 

ビ V レドブックする . 52 

インポートする （DAISY インポート） . 53 

CF 力ードの内容を全 f 肖去する(フォーマット)…" 54 

パージョンを巧歸[する . 55 

/《ソコンにデータを受渡す . 56 

/《ソコンに本製品を接続する . 56 

パソコンに力ードリーダーを巧続する . 58 

パソコンにび力ード用 PC 力ードアダプタ 

を接続する . 59 

び 力ード内容一覧 . 60 

l^PRS Pro への受渡しについて . 60 / 
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時間表示部は通常、経過時間を表示しています。時間切替ボ 
タンを押す毎に 合計時巧一巧量時巧 一 経過時巧と 切り 
替わります。 

睁繼 

① L 2 J を押します。 

^合計時間表示になります。 

1 I I 

® L 2 J を押します。 

^残量時間表示になります。 


® 凶を押します。 

^経過時間表示に戻ります。 


■残量時間は録音音質によつて変わります。現在の録音音質は音質ラ 
ンプで確認できます。 


甲巧. 

♦ さ Ih 
I \ 

♦ 巧 ■ 



時巧 
♦ され 

♦ 巧置 






















再生速度を切リ替える 


再生速度は通常、等速で再をします。再を速度ボタンを押す 
毎に 1.5 倍速一2倍速一等速と切り替わります。 


1411 

® を押します。 

一 1.5 倍速再生になります。 


iiili 

® を押します。 

一2倍速再生になります。 


再離 

® じ!! J 到甲します。 

一等速再生に戻ります。 


®®(3 
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操作音をオン/オフする 


ボタン操作音を、オン/オフします。 

フアン クシ ヨン 

■ のを押しながら、 

音量シャトルを奥に倒します。 

^操作音がオンになります。 

フアン クシ ヨン 

■ QD を押しながら、 

音量シャトルを手前に倒します。 

一操作音がオフになります。 

一音量シャトルは本体の右側面に 
あります。 
















録音設をを変ちする 




録音設定では、 録音音質、フレーズポーズ時巧、セク 
シヨンポーズ時邸ノイズレベルを 設定します。 


フアン クシ ヨン 

® Oj を押しながらを押します。 

絕献 

一録音設定モードになります。 

一時間表示部に 「 r . quAri 」 と表示されま广只广， 
す。 - 


@表示の点滅を確認します。 

一音質ランプが点滅します。 


® 録音音質の設定 

とで録音音質を選択します。 

一録音音質は rpCMj 「 MP 3 64 k 」「 MP 3 48 k 」 


「 MP 3 32 k 」 の中から選択します。 

一初期設をは 「 PCM 」 です。 
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® を押します。 ]P.PRubE 

一時間表示部に rp . PAuSEj と表示され 
ます。 

ーマーク表示部が点滅し、次の操作に移 
ります。 


03 

点減 


® フレーズポーズ時間（検知時間）の設定 


011とこと LJ で設定します。 

颇一録音時 f 設定時間 J •乂上の間（マ）が空 
くと、フレーズが区切られます。 

一設定範囲は 0.2 〜1 .0 秒間で、 0.1 秒刻 
みで設定できます。 

一初期設を値は 0.4 巧です。 

ーフ レーズが区切られずにつながってし 
まう場合は設定値を小さく、フレーズ 
が区切られすざてしまう場合は設定値 
を大きくします。 


励 

庶威 


® L^LJ を ♦ 甲します。 Auto bi 

終了 

一時間表示部に 「 AutoS 」 と表示されま 
す。 

ーセクシヨン表示部が点滅し、次の操作 
に移ります。 


® セクションポーズ時間（自動分剖時励の設定 



点滅 


早と峰で設定します。 

一録音時、設定時間 i •乂上の間（マ）が空 
くと、セクションが区切られます。 

一設定範囲は off 、 1〜5砂間で、1秒刻 
みで設定できます。 

一初期設を値は、 Off です。 

一自動でセクションを区切る場合、任意 
の砂数に設定します。 



点滅 


® Id_J を押します。 

将 一時間表示部に 「 n 丄 EVEL 」 と表示され 
ます。 

ーフレーズ表示部が点滅し、次の操作に 
移ります。 


n.L EJJ 〔し 



点滅 
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® ノイズレベルの設定 


と!^で設定します。 

^録音瞭録音音量が設定値を下回ると、 
フレーズが区切られます。 

一設定範囲は-20〜 -40 dB 間で、 2 dB 刻み 
で設定できます。 

一初期設を値は- 28 dB です。 

一録音する音声にノイズが多し、場合は設 
定値を-20に近づけ、逆にノイズが少 
なし須合は設定値を-40に近づけます。 


因 


ロー 1 了'ム 

を押して決定します。 


■キャンセルする場合 

戻し 


湯レを押してキャンセルします。 


■録音設定の内容肤本体内に自動で保をされ、電源オフ/オンの後 
も同じ設定が保持されます。 


右の例は フレー 
ズポーズ時間 0. 
5秒、セクション 
ポーズ時間5秒、 
ノイズレベル-26 
dB と設定した場 
合を表していま 
す。 




PLEXTALK 




が CPI 苗! 
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ビルドブックする 


録音した内容を DAISY 編集ソフトが）等に渡す際に、ビル 
ドブックを行います。ビルドブックを行うことで、録音デー 
夕（プレクストークプ□ジェクト）を DAISY イヒします 。 DAISY 
には、設定したマークは含まれません。 


《PRS Pro, PTR2 など薛社製品を使用して編集する場合、ビルドブック 
する必要はありません。 

ビルドブック 

® W を押します。 

一時間表示部に 「 buiLd 」 表示が点灯し 
ます。 

巧 停止 

® 切对甲します。 

一 「 buiLd 」 表示が点滅します。 


b U 1 U 〇 1 


® 「 Finish 」 表示を確認します。 

ービルドブックが完了しました。 

Fin 1 b H ] 


■フレーズ表示部に進满犬況がパーセントで表示されます。 

■ビルドブックには1時間な上かかる場合があります。 

■キャンセルボタン（戻しボタン）を押すと処理が中止されます。 

■ tf ルドブックで音声ファイル内の不要部分を削除することはでき 
ません。不要部分を削除するには PRS Pro 上での音声エクスポー 
卜処巧が必要になります。 


PLEXTALK 















インポートする （DAISY インポート) 


DAISY データを、本製品で読み込む際、インポートを行いま 
す。インポートを行うことで、 DAISY をプレクストークプロ 
ジェクト化します。なお、 DAISY のみを含んだ CF 力ードを 
挿入した場合、自動的に下記①の nMPortJ 表示になります 
ので、そのままインポートを行ってください。 



フアン クシ ヨン 

® のが甲しながら喊を押します。 


一時間表示部に nMPort」 表示が点灯し 
ます。 



@ 


再^/停止 

ミ賄 


を押します。 

一 nMPortj 表示が点滅します。 


® 「Finish」 表示を確認します。 irTTT^ 

ーインポートが完了しました。 - 

■フレーズ表示部に進測犬況がパーセントで表示されます。 

■インポートには10分程度時間がかかる場合があります。 
■キャンセルボタン（戻しボタン）を押すと処理が中止されます。 
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_ICF 力ードの巧をを全消去する（フォーマット） I_ 


本製品で録音を行うと、音声ファイルのほかに情報ファイル 
等が作成されます。新しく図書を作るなどの目的で、一度使 
った CF カードを空にしたい場合、全消去（フォーマット） 

を行ってください。 


ファンクシ ョン フオ -7 ツト 

® ClJ を押しながら 〔 J _ j を押し 


ます。 


ForflRtl 


一時間表示部に 「ForMAt」 表示が点灯 
します。 


け。 ir 止 

® 囚を押します。 

_ご_「た玉」をををしをす。_ 

® 「 Finish 」 表示を確認します。 FTTTb ^ 

、 A ご山 + 丄ジ A マ I T+r I 4 •一 I J 


一全消去が完了しました。 
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ンを確認する 


トラブル等で薛社サポート窓□へお問い合わせいただく際 
に、本製品のパ'—ジョンを確認させていただくことがありま 
す。が下の手順にてバージョンをご確認ください。 

フアンクション 巧を/停止 

® 0。を押しながらじ S を押しま 
す。 


一時間表示部にバージョンが表示されま 
す。 rvErj に続く番号を確認してくだ 
さい。 



韵/停止 房し 


® 齊たは键を押します。 

一元の画面に戻ります。 

























パソコンにデータを受ミ度す 


パソコンにデータを受渡すには次の3つのち法があります。 
-パソコンと本製品を USB ケーブルで接続し、び力ードか 
らデータを読み込む。 

• CF 力ードを本製品から取り出し、「力ードリーダー」を用 
いて CF カードからデータを読み込む。 

• CF 力ードを本製品から取り出し、 「 CF 力ード用 PC 力ード 
アダプタ」を用いて CF カードからデータを読み込む。 

が下でこれらのち法について順に説明します。さらに、受渡 
すファイルー覧、 PRSPro への受渡しちも併せて説明します。 


パソコンに本製品を搭镜する 

USB ケーブルで本製品をパソコンに接続すると、パソコン 
のが付け力ードドライブとして使用することができ、パソコ 
ンから CF 力ードのデータを読み書きできます。 

1) パソコンと接続する 


①パソコンと本製品の電源を入れます。 

@ USB ケーブルでパソコンと接続します。 




® パソコン上で認識されます。 

^認識されるまで少々時間がかかります。 
一時間表示部に rusbj と表示されます。 
一/ぐノコンから CF カードにアクセスする 
と、録音ランプが点灯します。 


L S fa 


■ CF 力ードがないとパソコンで認識されません。 
■ USB ケーブルは別売ですので、別途ご用意ください 
■本製品の USB 接続は USB 1.1 になります。 
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2) パソコンから取り外す 


パソコン画面ち下の^を左クリック 
します。 

※パソコン画面右下タスクトレイの並びに、「ハードウ 
エアの巧全な取り外し（または取り出し）」という 
名称で表示されているアイコンです。 


@ポップアップを左クリックします。 

一 「 USB 大容量記憶装置デバイスードライブ(〇：) 
をを全に取り外します（停止します）」と表示されま 
す。 （ ドライブ（〇 : ) にはお使いの環境に応じたド 
ライブ名が表示されます。） 


(3) 「0 K 」 または X 巧を左クリックします。 

一/ \-ドウェアの取り外しウインドウを閉じます。 


® 本 製品の電源を切ります。 


® 電源が切れたことを確認し USB ケーブルを 
外します。 













/ 《ソコンに力ードリーターを巧続する 

ここでは USB 接続のカードリーダーについて説明します。 

1) 力ードリーダーを接続する 

①力ードリーダーに CF 力ードを挿入します。 
(2) 力ードリーダーをパソコンに接続します。 

一力ードリーダーが USB 大容量記憶装置デバイスとし 
て認、識されます。 
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パソコンに CF 力ード用 PC 力ードアダプタを接続す 
る 


1) CF カード用 PC カードアダプタを接続する 


① CF 力ード用 PC 力ードアダプタに CF 力ード 
を挿入します。 


@ CF 力ード用 PC 力ードアダプタをパソコンに 
挿入します。 


2) CF カード用 PC カードアダプタを取り外す 


パソコン画面ち下の《)を左クリック 
します。 

※パソコン画面右下タスクトレイの並びに、「八ードウ 
エアの巧全な取り外し（または取り出し）」という 
名称で表示されているアイコンです。 


@ポップアップを左クリックします。 

一 「PCMCIA IDE/ATAPI コントローラー ドライブ(〇:) 
をを全に取り外します（停止します）」などと表示さ 
れます。 （ ドライブ（〇 : ) にはお使いの環境に応じ 
たドライブ名が表示されます。） 


(3) 「0 K 」 または X 巧を左クリックします。 

一/ \-ドウェアの取り外しウインドウを閉じます。 


® CF 力ード用 PC 力ードアダプタをパソコンか 
ら取り外します。 


® CF 力ード用 PC 力ードアダプタから CF 力一 
ドを取り出します。 















CF 力ード巧を一覧 


本製品で録音を行った際に CF カード内に作成されるファ 
イルー覧です。 


PTRInfo.html 

情報ファイル 

Discinfo.html (ビルドブック徽 

// 

BookdirO 

フオルダ 

Ncc.imdn 

情報ファイル 

Ncc.html (ビルドブック徽 

// 

ImdPhrInfo.imph 

// 

ImdTxtTabl.imtt 

// 

A000001 .wav 〜 

音声ファイル 

PtkOOOOOl.smil 〜 （ビルドブック後） 

情報ファイル 


PRS Pro への受渡しについて 

本製品で録音を行い、 PRS Pro で DAISY 編集を行う場合、 
ビルドブックを行わず'、そのままデータを受渡します。 
BookdirO フオルダ内の Ncc.imdn を PRS Pro で開くことで、 
そのまま DAISY 編集を行うことができます。 

ただし、複数の力ードの内容を PRS Pro で一冊の図書にま 
とめる場合はビルドブックをして DAISY インポートしてく 
ださい。 
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ま^仕様とオプシミ 


C ^ な仕様 .62 

製品仕様 . 62 

才ーデイオ特性 . 63 

力ードドライブ仕様 . 63 

動作巧認巧カード、マイク . 64 

動作職’る 力ード、 . 64 

動作職’るマイク . 65 




















まなれ様 


製品仕様 


項目 

仕様 

記録媒体 

CF カード 

再生音声フォーマット 
( DAISY 規格図書） 

MP 3、 PCM、DAISY ADPCM 

録音ち式 

DAISY 2.02 お式 

プレクストークプロジェクトお式 

録音音声フォーマット 
(DAISY お式） 

PCM 22.05 kHz 16 bits モノラル 

MP 364 kbps モノラル 

MP 348 kbps モノラル 

MP 332 kbps モノラル 

音声出力 

ヘッドホン出力端子（ステレオ） 

音声入力 

ライン入力端子（モノラル） 

外付けマイク入力端子（モノラル） 

外部インターフェース 

USB 1.1 

CF 力ードスロット 

CompactFlash Association に準拠した力ード 

時 ttfi 度 

月差±約60秒 

電源アダプタ 

AC 100 V 50/60 HZ 

外観寸法 

173 ( W ) X 210 ( D ) X 57 ( H ) mm 

重量 

約 610 g 

消費電力 

最大 SW ( AC 電源… 0 V 時） 

動作ミ號 

5〜40でただし結露しないこと 
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才—デイオ特性 


•へッドホン出力端子 


項目 .--irnm 


適合インピーダンス 

32。不平衡 

ジャック 

3.5mm ステレオミニジャック 

出力電圧 

0.4Vrms (±0.15Vrms) 


•ライン入力端子 



項目 ■ 


入カインピーダンス 

20kD 不平衡 

ジャック 

3.5mm モノラルミニジャツク 

入力感度 

-IldBV な下 


♦外部マイク人力端子ヴラグインパワー巧対な) 


項目 

_1 

入カインピーダンス 

2.2kO 不平衡 

ジャック 

3.5mm モノラルミニジャツク 

入力感度 

-55dBV 


カードドライブ仕様 


項目 


カードスロット 

Compact Flash Association に準拠した Type 1 の力ード 

推奨動作環境 

0S 

Windows 2000 

XP (32 bit) 

Vista (32 bit) 

7(32 bit, 64 bit) 

CPU 

Celeron 400 MHz な上 

メモリ 

128MB な上 

インターフエース 

USB1.1 

接続コネクタ： TypeB 
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動作確認済カード、マイク 


ま意） 

市販製品は予告無く仕様が変更される場合があり、そのために薛社製品で'使用で 
きなくなる場合があります。このような事情から、薛社では動作確認済みの製品 
に対する動作を保証するものではありません。また、他社製品と本製品との相性 
により、正常に動作しなし、場合があります。動作確認済み製品も含め、他社製品 
との相性による不具合に対する保証は、薛社ではお受けできませんので、あらか 
じめご了承ください。 

動作確認巧力—ド 


ご購入の際は、薛社ホームぺージまたは問い合わせ窓□にて最新情報をご確認く 
ださい。 

• CF 力ード 2010年11月現在の情報です。 


メーカー 

型番 

容量 

Sandisk 

SDCFH-002G-J61A 

2GB 

Sandisk 

SDCFX4-4096-J45 

4GB 

Sandisk 

SDCFHG-004G-J95 

4GB 

Sandisk 

SDCFHG-008G-J95 

8GB 

Lexar 

CF4GB-80-810 

4GB 

Lexar 

LCF4GBBCJP080 

4GB 

Lexar 

LCF8GBBCJP080 

8GB 

Lexar 

LCF2GBDRBJP233 

2GB 

Lexar 

LCF4GBDRBJP233 

4GB 

Lexar 

LCF8GBDRBJP233 

8GB 

Lexar 

LCF4GBERBJP300 

4GB 

Transcend 

TS%C 口 66 

2GB 

Transcend 

TS4GC 口 66 

4GB 

Transcend 

TS8GC 口 66 

8GB 

Transcend 

TS2GCF133 

2GB 

Transcend 

TS4GCF133 

4GB 

Transcend 

TS8GCF133 

8GB 


《 Transcend 製 TS16GCF133 (16GB) および TS32GCF133 口 2GB) は動作しま 
せんので、ごミ主意ください。 
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※本製品でご使用いただけるのはメモリータイプの CF カード (Type I ) のみで 
す。ハードディスクタイプのマイク □ ドライブおよび Type II の CF 力ードは、本 
製品ではご使用いただけません。 


動作確認巧マイク 


市販のダイナミックマイク、またはコンデンサマイク（電源付モデルのみ対応、 
プラグインパワー非対応）を使用してください。 


2010 年 3 月現在の情報です。 


•ダイナミックマイク 


メーカー 

型蕃 

SHURE 

SM58 

SONY 

F-V420 

SONY 

F-V620 


•コンデンサマイク 


1 メーカー 

型香 

audio-technica 

AT9440 性産完了） 

audio-technica 

AT9820X 性産完了） 

SONY 

ECM-330 

SONY 

ECM-360 


A ま意 


■ コンデンサマイクを使用する場合は、必ず電 
源付のマイクをご使用ください。プラグイン 
パワーのマイクを接続したり、誤った方まで 
使用された場合、マイクや本製品が破損する 
恐れがあります。マイクに付属する取扱説明 
書等をよくお読みになり、ま意事項をご'確認 
のラえご使用ください。 










6 章 

故障かなと思ったら 


ラま <動作しないとまは . 67 

エラー が表示されたら . 70 

ノイズが混入したら . 74 
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うまく動作しないときは 


症が 

原因 

対応のしかた 

電源スイッチを押して 
も、電源が入らない。 

電源コードゃ電源ァダ 
プタが接続されていな 
し、。あるいは、しっかり 
と差し込まれていない。 

電源アダプタをコンセン 
卜と本体にしっかりと差 
し込んでください。 

CF カードを挿入できな 
い。 

本製品で'使用できない 
Type II の CF 力ードを挿 
入しようとしている。 

Type II の CF 力ードは使用 
できません 。 Type 1の CF 
カードを使用してくださ 
い。 


CF カードを挿入する向 
きが間違っている。 

本書の 「 CF カードの入れ 
方 ( P .17)」 をご覧になり、 

CF 力ードを挿入し直して 
ください。 

録音も再生もできな 
い。 

CF カードが挿入されて 
いない。 

CF 力ードを挿入してくだ 
さい。 


本製品で録音-再をがで 
きない CF 力ードが使わ 
れている。 

本書の「動作確認済カード 
( P .64)」 をご覧になり、本 
製品で使用可能な CF 力一 
ドを使用して ください。 


ぴ力ー ドがフオーマツ 
卜されていない。 

CF カードをフォーマット 
してから録音•再生してく 
ださい。 CF カードをフォ 
ーマットすると録音され 
ているデータが全て消去 
されますので、ごま意くだ 
さい。 
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症が 

原因 

対応のしかた 

録音で、きない。 

録音ボタンを押したは 
ずだったが、一時停止状 
態になっていた。 

録音ランプでご確認くだ 
さし、。録音状態はランプが 
点な、一時停止状態はラン 
プが点滅します。 

CF 力ードの残量時間が 
ほとんどない。 

本書の「合計時間、残量時 
間を表示する （ P .46)」 を 
ご覧になり、残量時間を確 
認してくださし、。残量時間 
が少なし、場合は新しいび 
カードに入れ替えて録音 
してください。 

録音時に録音レベルを 
示すメータが上がらな 
し、。あるいは、録音し 
たが、再をしても無音 
または音が非割〔小さ 
い。 

マイクを間違った場所 
に接続している。 

本書の「マイクを接続する 
( P .19)」 をご覧になり、 
マイクを正しい場所に接 
続してください。 

本製品で'使用できない 
マイクを使っている。 

本書の「動作確認済マイク 
( P .65)」 をご覧になり、 

本製品で使用可能なマイ 
クを使用してください。 

「録音音量っまみ」が音 
量ゼ□の位置のまま録 
音した。 

本書の「録音する ( P .26)」 

をご覧になり、適切な録音 
音量で'録音してください。 

本製品ち側面の「音量シ 
ャトル」が音量ゼ□の位 
置になっている。 

本書の「再生音量を調節す 
る ( P .30)」 をご覧になり、 
適切な音量で再をしてく 
ださい。 

再生したい場所に移動 
できない。 

パンチインや消去のた 
めの範囲が指定されて 
おり、再をしたい場所が 
その範囲外である。 

指定した範囲を、取り消し 
てください。 
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症げ 

原因 

対応のしかた 

時間、セクション、マ 
—ク、フレーズ表示部 
に 「 E 」 と表示される。 

表示できる最大数を超 
えている。 

故障ではありません。 

時間、セクション、マーク、 
フレーズ表示は表示最大 
数を超えると最大做 〔「 E .」 
と表示されます。 

nMPortJ 表示をキヤ 
ンセルできない。 

DAISY のみを含んだ CF 
カードを挿入している。 

DAISY のみを含んだ CF 力 
—ドを挿入した場合、イン 
ポートを行わないと次の 
作業に進めませんので、必 
ずインポートを行ってく 
ださい。 

フレーズ移動や再生の 
反応が遅い。 

ひとつのセクションに 
含まれるフレーズ数が 
多い。 

故障ではありません。 
ひとつのセクションに含 
まれるフレーズ数が数千 
を超えるような場合、移動 
操作等の反応が遅くなっ 
てきますので、適当な位置 
でセクションを区切るよ 
うにしてください。 
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—が表巧されたら 


エラーメ ツセー ジは時間表示部に、エラー番号は マー ク表示部に表示されます。 


エラーメッセージ/ 
エラー蕃号 

エラーメツセージの 
意巧 

対応のしかた 

"CARD FULL " / 
"101" 

カードの空き容量が足 
りない。 

別のカードで'続きの録音を行 
ってください。空き容量が一 
杯になった力ードは、全消去 
(フォーマット）で内容を消 
去することができます。※1 

"DAISY FULL " / 
"301" 

プレクストークプ□ジ 
ェクトファイルの容量 
が大きすぎる。 

本製品で扱うことができるプ 
レクストークプ□ジェクトフ 
ァイルの最大容量を超えてい 
ます 。 PRS Pro 等で録音や編 
集を行ってください。※2 

"CARD ERR " / 
"103" 

カードが認識できな 
い。 

本製品で認識できないカード 
です。全消去（フォーマット） 
を行ってください。 

"PAGE FULL " / 
"302" 

ぺージ蕃号が最大を超 
えている。 

ぺージ蕃号が最大になってい 
ます。本製品でページ蕃号が 
999999を超える本を開くこ 
とはできません。また、 
999999蕃が上のぺージを設 
定することはできません。 

《3 

"COM ERR " / 
" HOI " または " H 02" 

内部エラーが発ちして 
いる。 

電源を切り、電源アダプタを 
差し直してください。 

"NO DAISY " / 
"306" 

インポートすべき 
daisy が無い。 

DAISY データが含まれたび 
カードに交換してください。 

"READ ERR " / 
"104" 

力ードの読み込みに失 
敗した。 

エラーが発生した部分を再朗 
読して修正してください。 

《4 
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エラーメッセージ/ 
エラー香号 

エラーメッセージの 
意巧 

対応のしかた 

"WRITE ERR " / 
"105" 

力ードへの書き込みに 
失敗した。 

エラーが発生した部分が正し 
く保をされているか、確認し 
てください。保をされていな 
し、場合は、再朗読をして修正 
してください。※4 

" NOPAGE " / 

"307" 

指定したぺージ番号が 
ない。 

指定したページ香号はありま 
せん。前後のページを指定し 
て移動し、ページを確認し直 
してください。本製品が外で 
作成した図書では、ページ香 
号が連続していない場合があ 
ります。 

"BOOK ERR " / 
"308" 

プレクストークプ□ジ 
ェクトファイルの内容 
が誤っている。 

プレクストークプ□ジェクト 
ファイルの内容に問題が発生 
しているか、必要な音声ファ 
イルが無くなっています。 

再生中やビルドブック中にこ 
のエラーが発生した場合に 
肤発生した場所を再朗読し 
て修正してください。※4 


録音図書のデータが破 
損した。 

《5 (73 ページ)を参照してく 
ださい。 

"SOUND ERR " / 
"309" 

サポート外の音声フォ 
ーマットである。 

本製品でサポートしていない 
音声形式の図書です。この図 
書を本製品で'録音、編集する 
ことはできません。 

"RANGE ERR " / 
"310" 

範囲を選択した場合、 
範囲外への移動はでき 
ない。 

蕃号指定移動で'指定した香号 
を変更してください。または、 
選択した範囲を解除してくだ 
さい。 
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エラーメッセージ/ 
エラー番号 

エラーメツセージの 
意巧 

対応のしかた 

" ERR " / "999" 

想定外のエラーが発生 
した。 

エラー発生直前に行った操作 
を再確認してください。特に、 
録音や編集を行っていた場合 
は、正しく保をされているか確 
認してください。保存されてい 
ない場合は、再朗読をして修正 
してください。※4 


備考 

《1本製品は、録音を行うために最低で 30 MB の空き容量が必要です。（図 
書の大きさにしたがってぶ要な空き容量は増加します。） 

《2 PRSPro では、本製品で扱うことができる最大の容量より大きなプレクス 
卜ークプ□ジェクトファイルを作成することができます。本製品で編集 
可能なプレクストークプ□ジェクトファイルのサイズは7 MB までです。 
※ミ DAISY 編集ソフトを使うと、999999を超えるぺージが作成される場合が 
あります。 

《4頻繁に発生する場合は、使用しているカードに問題がある可能性があり 
ます。 
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《5 


電源を切る際、画面が完全に消；なするまでの間に、電源アダプターを外したり、 
コンセントを巧いたり、 CF カードを取り出したりすると、データが破損する場 
合があります。データが破損した場合は、次回起動時に 「 BOOK ERR 308」や 「 READ 
ERR 104」などのエラーメッセージが表示されます。この場合、が下のち法でデ 
ータを修復してください。 

1. 電源を切ります。 

2. CF 力ードを挿入します。 

3. 「再を/停止」ボタンを押しながら、電源ボタンを押します。 

4. 時間表示部に 「 rEPair 」 という表示が点なしたら、「再を/停止」ボタンから 
指を離します。 

5. もう一度「再を/停止」ボタンを押すと修復が始まります。 

6. 修復が終了すると、 「 rEPair 」 という表示が消え、通常の表示に戻ります。 



【ま意事項】 

参上記の操作を行ってもデータを修復することができない場合があります。あら 
かじめご了承ください。 

参上記のち法で修復できた場合でも、最後に録音された部分は消失している場合 
があります。 

参修復後に再度録音を行った際、別のエラーが表示されてしまう場合があります。 
その場合には、パソコンで CF 力ード内の図書フォルダ (BookDirO など)を開き、 

掘：張子名が 「 tmpO 」 や 「 tmp 1」 という名前のファイルがあったら、それらを削 
除してください。 


6 

占 
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ノイズが混入したら 


他の機器や電源アダプタ、電源コードなどから伝わるノイズが、録音データに混 
入してしまう場合があります。その際には、が下のち法をお試しください。 

①マイクやへッドホンのケーブルが長いもの 
を利用されている場合は、余った部分を写 
真のようにまねます。 円巧がにはまねない 
でください。 

③ マイクはマイク用スタンドを使用します。 

⑤電源アダプターは、本体やマイクケーブル 

から、できるだけ離します。 

④ 電源ケーブ/レの余った部分をまねます。 


<ま意> 

使用環境によりノイズの原因が異なりますの 
で、上記のち法て'全てのノイズを除去できる 
とは限りません。 




好ましくない配線の例 

.マイクケーブルが電源アダプタ、電源コードと接触している場合（例 1) 
-テープデッキ等の上に電源アダプタを置いている場合（例 2) 




例1 


例2 
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7 章 

用語集/索引/お巧い合 
ねせ 
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用語 

意巧 

DAISY 

DAISY とは、視覚障害をや普通の巧刷物を読むことが困 
難な人々のために開発されたデジタル録音図書の規格 
で、 DAISY 図書とは、この規格に則って制作された図書 
のことを言います。 

PRS Pro 

薛社が販売している、 DAISY 図書制作ツールです。本製 
品で作成した図書を DAISY 編集することができます。 

PTR1/PTR2 

薛社が販売している、 DAISY 録音/再生機です。 DAISY 
図書の再生だけでなく、録音や編集もできます。 

インポート 
(DAISY インポート） 

DAISY 図書からプレクストークプ□ジェクトを作成す 
ることです。 

セクション 

図書における、章の役割を果たします。セクシヨンには、 

1つが上のフレーズが含まれます。 

ノイズレベル（フレ 
—ズ検知 B 里） 

フレーズを検出するための設定のひとつ。音声とノイズ 
を区別する音量のことです。 

パンチイン録音 

すでに録音してある内容を確認しているときに、誤りに 
気付いた場合に利用する編集ち法。不要なフレーズを削 
除して、新しく録音したフレーズを代わりに入れます。 
削除したフレーズの数や長さに制限されることなく、自 
由な長さのフレーズに入れ替えることができます。 

ビルドブック 

プレクストークプ□ジェクトから DAISY 図書を作成す 
ることです。 

フレーズ 

DAISY における音声の最小単位。ひと息で読める程度の 
短い文章のことです。本製品においては、文章の始まり 
において音声を検出したときがフレーズの開始点とし、 
—定時間の無音（フレーズ検知時間）を経た後、次の文 
章の音声を検出した時点を終了点とします。 

フレーズポーズ時間 
(フレーズ検知時間） 

フレーズを検出するための設定のひとつ。無音がフレー 
ズ検知時間が上続いた場合に フ レーズを区切ります。 
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用語 

意口よ 

プレクストーク 
プロジてクト 

録音や編集に適した DAISY 情報。 DAISY 2.02 規格に準 
拠しない、 Plextalk 独自のフォーマットです。プレクス 
トークプ□ジェクトを取り扱うことができる製品は、 
PTP 1、 プレクストークリンクポケット、 PTR 1、 PTR 2、 
PTN 2、 PRS 、 PRSPro、MyStudioPC です。 

ぺージやセクション等の DAISY 情報に加え、 PRS、PRS 
Pro 、 MyStudioPC では、校正に便利なマークを共有す 
ることができます。 

ページ 

図書における、頁の役害临果たします。本製品において 
は、フレーズにページが設定されます。 

マー ク 

朗読内容の間違いに気付いた場合や後で確認したい箇 
所がある場合、マークを付けて目印にする事ができま 
す。本製品においては、フレーズにマークが設定されま 
す。なお、マークは DAISY 規格に含まれなし、機能であり、 
本製品と PRSPro 、 PRS 、 MyStudioPC で利用できる機能 
です。 

上書を録音 

録音している過程で誤りに気付いたときに、すぐに録音 
をやり直す場合に利用する編集ち法。 

誤りに気付いた段階で'録音を一時停止し数フレーズ戻 
って録音を再開します。戻った範囲のフレーズは削除さ 
れ、新たに録音したフレーズに入れ替わります。 

挿入録音 

すでに録音してある内容に、あとから挿入して録音する 
編集ち法。好きな場所に、自由な長さの録音をすること 
ができます。 
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索引 


CF 力ード16、17、18、54、64 

DAISY 10、11、52、53、76 

MP 3 16、49 

PCM 16、49 

PRS Pro 10、52、60、 76 

USB 13、56、57、 58 

-時停止 28 

移動 34-37 

インポート53、 76 

上書き録音32、39、77 

力ード内容全消去54 

画面表示一覧14 

経過時間14、46 

合計時間14、46 

コネクター覧13 

再を29 

再生音量50 

再生速度47 

残量時間14、46 

時間表示46 

時刻設定 22-24 

指定移動谣号指定移動）37 

消去43 

スキップ移動36 

セクション11、31、36、37、76 

全消去54 


操作音48 

挿入録音33、40、77 

データの 受渡し 56-60 

電源アダプタ20 

入出力一覧13 

バージョンの確認55 

パソコンとの接続56、58、59 

パソコンからの取り外し57、58、59 

範囲の指定41 

蕃号指定移動37 

パンチイン録音33、42、76 

ビ V レドブック52、76 

フレーズ11、76 

フレーズ移動35 

プレクストークプ□ジェクト52、 

53、77 

ぺージ31、36、37、77 
へッドホン19 
ボタン.つまみ一覧12 
フオーマット54 
マーク36、37、38、77 
マイク19、65 

録音26-28、32-33、39、40、42 
録音設定 49-51 
録音音量(録音レベル） 26 
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保証およびお問い合わせ 


♦保証について 

シナノケンシ株式会社は、本製品のお買い上げ曰から1年間化(下「保証期間」といい 
ます）に本製品に不具合が認められた場合には、本製品が添付の取扱説明書に従ってご 
使用されている場合に限り、不具合の内容や程度等を考慮して、無償にて修理あるいは 
交換などの対応をいたします。但し、次のような場合は、保証期間を問わず、保証の対 
象にはなりません。あらかじめご了承ください。 

-取扱説明書に記載された警告、注意事項その他使用条件-ち法と異なる使用をした場 

厶 

no 

•付属コード、電源アダプタなど、付属品が外のものを使用して破損した場合。 

•フロントパネル等の外面の損傷など。 

. 不具合の原因が不適当と思われるご使用ち法である場合。 

. 不具合の原因が落下等の過大な衝撃である場合。 

. 不具合の原因が部品等の自然劣化 • 消耗である場合。 

• 不具合の原因が落雷、届[水害、地震、火災、塩害、その他天災地変である場合。 

. 不具合の原因が本製品に接続した他の機器である場合。 

•鲜社又は鲜社が指定した者が外の者（個人、事業者を含みます）により改造、修理さ 
れた場合。 

-本製品を第云者に譲渡した場合。 

-本製品より取り外した部品の修理。 

-修理等のご依頼の際に保証書のご提示がない場合。 

.保証書に必要事項の記載がなし、場合、または保証書の文言が書き換えられている場合。 

-本製品を日本国外で使用する場合。 

瞥社肤し、かなる場合においても、お客様の逸失利益、特別損害、付随的損害又はその 
他の結果的損害について、一切の責任を負うものではありません。保証サービスを受け 
る場合は、鲜社プレクストーク問い合わせ窓□、または本製品をご購入した販売店にご 
連絡ください。 

•お巧い合わせ巧 

本製品を操作している際にトラカレが発生した場合肤まず「6章故障かなと思った 
ら」を参考にして対処してください。それでも瓶夫できない場合は、鲜社までお問い合 
わせくださし、。お問合せ先は裏表紙に記載されています。 
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プレクストークの機能や取扱いに関するお問い合わせは 


プレクストークお問い合わせ窓口 
電話: 050-5804-1177 
FAX : 0268-42-2923 
E-mail : plextalk @ skcj . co.jp 

♦通話料金はお客様のご負担となり、一般電話と同等の通話料金がかかり 
ます。あらかじめご了承くださし、。 

♦ご相談受付時間9: 30ぺ7: 00 

日•祝-祭日は休業とさせていただきます。 

♦ FAX や E - mail は、常時受け付けております。 


干 386-0498 

長野県上田市上丸子1078 

如、巧な絕な 

URL : http://www.plextalk.com/jp/ 


2013/07 127-3779903 




